
活動団体名：コラコラ（Coral Collabo)

活動地域 ：八重山諸島

活動におけるテーマ

『島全体がつながりあう“巡る島”』

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✔

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む



1

サンゴ礁を代表とする八重山のかけがえのない自然
を守るために
〇私たち自身が暮らしを見直してみる
〇サンゴに優しい八重山のローカル認証を作る

サンゴをキッカケに自然環境全般に意識を向けても
らいたいと考え、石垣島と八重山諸島で活動

2019年から勉強会を開始
サンゴに優しい取組みのアイディアから
農業と飲食業におけるガイドラインを作成

2020年参加型ローカル認証制度としてスタート
2023年3月時点で認証事業者が15組誕生

活動団体および活動地域の紹介



環境保全
への想い

地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

2

ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循
環することで、島全体がつながりあう「巡る島」

「人々の充足感」と「自然環境の再生」が両立する
社会が、私たちの目指す地域の姿

コアチーム

すでにまき込んでいる

すでに声を掛けている

地域課題

地域資源

取り組み

取組成果

担い手

連携

今後期待される連携

肥料高騰
家畜排せ
つ物処理
赤土流出

環境への農薬の
影響

農作物の
規格・廃棄

廃棄される
食品容器資材

通年豊富な
草木資源

土に還る
容器資材

米どころ
石垣島

家畜排泄物
作物残渣

耕畜連携
林間放牧

資源循環
TT

石垣島

脱炭素 亜熱帯気候で
分解が早い

コンポスト

CO2削減

キエーロ

サンゴの衰退や
島の自然破壊

コラコラ認証

サンゴに優し
い経済循環

認証
事業者
（飲食）

認証
事業者
（農）

コラ
コラ

島外から
の物流

大量廃棄物

人と人の
コミュニケー

ション

大ぶつ市

必要なもの
が循環し
ごみが減る

大ぶ
つ市

大量廃棄される
ペットボトル

人々の意識

マイボトル/給水所
缶への切り替え

ペットボトル
削減

MMO

キエーロ

認証
事業者
（飲食）

葉っぱ
包装

TT
石垣島

大里
売店 認証

事業者
（農）

石垣市
青空市

ゆん
たみ

堆肥
センター

市こども
家庭課

こども
センター

石垣市
環境課

しあわせ
さまさま

NPO
夏花

耕種
農家

畜産
農家

PCCY

石垣
マルシェ

SII

西表島

竹富島

市企画
政策課

市農政
経済課

地域の
金融
機関

NPO
石西
礁湖

宿
事業者
5組

与那国
町

かね
ひで

琉球
イオン

わくわく
サンゴ
石垣島

サン
エー

ユーグ

レナ㈱

大ぶ
つ市MMO

たんぼ
部

市
クリーン
センター

最終
処分場

飲食
店

自動
販売機
事業者

メタン
発酵
装置

コラコラ

一般
家庭
（使用
中）

竹富町

コミュニティ
での自然農に
よる米作り

食育や商品開発
自然農の普及

たんぼ
部

葉っぱによる
代替品

葉っぱ
包装

食品容
器販売
事業者



R4年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業全体
の予定

実施した
こと

大ぶつ市部

１地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み①
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全国キックオフ
ミーティング

沖縄ブロック
中間共有会

ステークホルダー
ミーティング

全国
成果共有会

対馬MIT
とのMT

宿ガイドライン作成

海洋プラ削減ステークホルダーMT

コラコラ総会

大浜農園

ローカリ
ゼーションディ
取り組み紹介

しまんとのわ
ビジネス研修
取り組み紹介

大ぶつ市
2回

だはず農園(仮)

さんだ農園
WS

つどつといこう 月虹農園 しあわせこいこい

大ぶつ市

ココメーオ

チームビルディングのため
のコーチングセッション

キエーロPRおよび販売

SHMT用
事前カード
ゲーム体験 部活動成果

発表会

大ぶつ市大ぶつ市
大ぶつ市

2回

チャレンジ

1) 新ガイドライン

2) 大ぶつ市

3) ステークホルダーミーティング

今年度で6事業者
（農3、飲3）が
新たに認証取得

旬家ばんちゃん
WS

たんぼ部



地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み②
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1)新ガイドライン
コラコラ認証の宿事業部門に新たなガイドラインを作成するため、5人の宿事業者とともに

４回のミーティング（オンライン３回＋リアル１回）を通して、ガイドラインをまとめた。

• 農と飲食のガイドラインを作った経験が、新たなガイドライン作成に生かされ、４回の

ミーティングで完成することができた。

• ５組の宿事業者が今後認証事業者として誕生予定。



地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み③
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2) 大ぶつ市
不用品を必要な誰かへと循環させる取り組みの「大ぶつ市」を「大ぶつ市部」によって活

動の活発化・深化が図られている

• 2019年から開始した活動で、年2回のペースで実施していたが、「大ぶつ市部」結成

により、2022年度は7回開催。

• 場所も環境省の施設や市のこどもセンター、新市庁舎など、関係機関を巻き込んで

の開催ができ、ステークホルダーの広がりを見せている。



地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み④

3) ステークホルダーミーティング
ステークホルダーミーティングを実施するにあたり、話しやすい場を作るためにSDGs

カードゲームを活用して、活発な会議を実施した

• SDGs de 地方創生カードゲームというものを活用

• 各部活動メンバー、認証事業者、市役所担当課、環境省の方々などが参加し、

とにかく楽しい時間になった

• ゲームを通して対話が深まり、より話しやすい関係性が築けた



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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• 地域プラットフォームとして以下の部活動などを中心とするグ

ループが構築された。

• コラコラ認証

• 大ぶつ市

• 海洋プラ削減SH会議

• 葉っぱ包装

• コンポスト

• 食育活動

• コラコラ認証が認知されることで、付

随した活動も広がっていくように感じて

いる。

• 部活動化することで、それぞれのチー

ムがそれぞれに動き出し、広がりを見

せている。

• 部活動の広がりにより、コラコラ事務

局以外のコアメンバーが徐々に増えて

きている。

【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】

コラ
コラ

認証
事業者
（飲食）

TT
石垣島

認証
事業者
（農）

宿
事業者

5組

NPO
石西
礁湖

MMO

大ぶつ
市

石垣市環
境課 こどもセ

ンター

わくわくサ
ンゴ
石垣島

たんぼ部

大里売
店

葉っぱ包
装

しあわせ
さまさま

キエ
ーロ



取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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• 構想の具体的なビジョンがより明確になっ

てきた

• 今後SHミーティングなどにより多くの人達

とこの構想を共有して、プレーヤーを増や

していきたい

• 出来ないことを嘆くよりも、少しづつでも出

来ていることにフォーカスするようにした

• コラコラを立ち上げ4年目、認証事業者

数が確実に増えていることが何よりの成果

• 継続がパワーを持つことを実感している

• 曼荼羅作成により、SHの広りを視覚的

にとらえることができた

• 曼荼羅によりコラコラの描くビジョンが明確

になってSHに説明がしやすい

• 当初目標を超えた実績数値に、驚きを

感じつつ、周知されれば指数関数的に増

える予感を持った

• 大手スーパーや包装容器資材取扱業者

など、まき込みたいステークホルダーへ話を

聞きに行くためのスケジュールと戦略を取

り組んでいきたい

• 曼荼羅をSHの人たちとともにブラッシュアッ

プしていきたい

• 実現可能な数値目標かの不安と、一方

でこの数字がクリアできないと、地域課題

の解決は難しい、という現実

• 目標は高く持ち、それをオープンに語って

いくことが大切だと感じている

• 今後巻き込みたいステークホルダーで、全

く接触できなかった分野がある

• 新たなつながりを作り、さらなる目標を立

てたい



活動における今後の展望

9

1)マンダラのブラッシュアップ

SHとともに曼荼羅のブラッシュアップを行うことで、ビジョンがより具体化ができ、さ
らなるSHのまき込みや、事務局体制の強化につなげたい。

2)認知向上のための発信

アワードやクラウドファンディングなどにチャレンジすることにより認知向上に励み、
更なるステークホルダーの巻き込みにつなげたい。

3)事業のタネのブラッシュアップ

事業のタネのブラッシュアップとともに、事業者の巻き込みや事業化に向けた事前
情報の収集、既存の取組の発掘・連携も図りたい。
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